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西
桂
町
は
、
南
都
留
郡
の
中
心
に
位
置
し
、
北
東
に
都

留
市
、
南
西
に
富
士
吉
田
市
と
接
し
て
い
ま
す
。

　
山
中
湖
を
源
流
と
す
る
桂
川
、
御
坂
山
塊
を
源
流
と
す

る
杓
子
流
川
が
町
を
縦
断
し
、
富
士
山
の
眺
望
と
南
に
倉

見
山
、
北
に
単
独
峰
で
あ
る
三
ツ
峠
山
を
望
む
所
に
あ
り

ま
す
。
人
口
は
約
４
,２
０
０
人
、
面
積
は
15
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
そ
の
う
ち
約
80
％
が
山
林
で
す
。

　
私
は
、
令
和
２
年
11
月
に
町
長
に
就
任
し
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
令
和
３
年
３
月
に
西
桂
町
第
６
次

総
合
計
画
を
策
定
し
「
豊
か
な
自
然　
輝
く
未
来
を
紡
ぐ

　
水
の
ま
ち　
に
し
か
つ
ら
」
の
将
来
像
に
向
け
、
３
つ

の
「
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
」
を
定
め
、
施
策
や
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

 

ま
ち
づ
く
り
の
理
念

　「
共
に
考
え
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
」 

　

西
桂
町
で
は
町
民
総
合
調
整
審
議
会
が
設
置
し
て
あ

り
、
有
識
者
に
加
え
、
公
募
に
よ
る
町
民
の
参
加
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
行
政
に
か
か
わ

る
協
議
会
、
委
員
会
等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
多
く

の
会
議
を
今
ま
で
以
上
に
活
性
化
し
、
議
論
の
輪
が
広
が

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
自
治
区
、消
防
団
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
文
化
サ
ー
ク
ル
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
等
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
町
に
つ
い
て
共

に
考
え
る
場
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
町
民
と
の
対
話
の
中

か
ら
提
案
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
は
協
働
事
業
提
案

制
度
と
し
て
取
り
上
げ
、
町
民
と
町
が
一
体
と
な
っ
て
活

動
し
共
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

 

ま
ち
づ
く
り
の
理
念

　「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」 

　
就
任
後
、
公
約
の
最
優
先
課
題
で
あ
っ
た
役
場
庁
舎
の

建
て
替
え
に
着
手
し
ま
し
た
。
築
50
年
経
過
し
た
現
庁
舎

は
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
老
朽
化
が
顕
著

で
あ
り
、
窓
口
が
２
階
に
位
置
し
て
い
な
が
ら
エ
レ
ベ
ー

山
崎 

泰
洋 

西
桂
町
長

山崎 泰洋 （西桂町長）

昭和33年 8月  17日生まれ（63歳）
昭和 56年 3月 千葉大学卒業
平成 28年 11月 西桂町議会議員就任
令和 2年 11月 西桂町長就任

PROFILE

西桂上空からの空撮（初夏）

「
豊
か
な
自
然
　
輝
く
未
来
を
紡
ぐ

　
　 
水
の
ま
ち
　
に
し
か
つ
ら
」の

実
現
を
目
指
し
て
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タ
ー
等
の
設
備
も
な
い
施
設
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
少
子

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
中
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る

方
に
と
っ
て
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
」「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
多
く
の

課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
国
立

競
技
場
の
設
計
を
担
当
さ
れ
た
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計

事
務
所
に
設
計
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
令
和
４
年

度
着
工
に
向
け
て
進
捗
し
て
い
ま
す
。
総
務
省
へ
の
「
市

町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
債
」
の
申
請
期
限
が
令
和

２
年
度
末
ま
で
４
か
月
と
迫
る
中
、
建
設
に
向
け
て
全
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
庁
舎
は
役
場

機
能
に
加
え
て
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
の
「
情
報
ひ
ろ
ば
」「
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
」「
に
ぎ
わ
い
ひ

ろ
ば
」「
木
漏
れ
日
ひ
ろ
ば
」「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」「
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
」
と
い
う
多
く
の
エ
リ
ア
を
配
置
し
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
集
え
る
設
計
、
地
域
活

動
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
等
の
発
表
が

出
来
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
世
代
に
も
誇
れ
る
庁

舎
に
な
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

西
桂
町
の
子

育
て
支
援
は
、

「
次
世
代
の
西
桂

町
を
担
う
人
材

育
成
」
と
捉
え
、

重
点
的
施
策
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
小
中
学
校
教

諭
の
町
単
職
員

の
増
員
」「
学
校

給
食
費
の
無
料

化
」「
保
育
料
の

無
料
化
」「
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
」「
ひ
と
り

親
世
帯
支
援
」「
子
育
て
支
援
室
」「
学
童
ク
ラ
ブ
」
な

ど
を
重
点
施
策
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
「
子
育
て
を
支
援
す
る
会
」「
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
等
に
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

ま
ち
づ
く
り
の
理
念

　「
活
力
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
」 

　

現
在
「
三
ツ
峠
」
は
、
山
頂
に
あ
る
岩
場
が
ロ
ッ
ク

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
、
ま
た
N
H
K
中

継
所
か
ら
の
富
士
山
カ
メ
ラ
の
映
像
と
し
て
多
く
の
方

が
知
っ
て
い
る
山
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
「
霊

山
」
と
し
て
た
く
さ
ん
の
登
山
者
が
登
頂
し
町
の
に
ぎ
わ

い
に
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。
登
山
道
沿
い
に
は
、
神
鈴
権

現
社
、
空
胎
上
人
の
墓
、
梵
字
の
刻
ま
れ
た
ダ
ル
マ
石
、

八
十
八
大
師
、
岩
屋
観
音
を
は
じ
め
大
小
の
石
造
物
が
あ

り
、
八
十
八
大
師
は
弘
法
大
師
の
四
国
遍
路
の
模
倣
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
林
業
が
盛
ん
で
し
た
が
、
木
材
価
格
の
低
迷

と
共
に
衰
退
し
、
山
林
の
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
霊
山
三
ツ
峠
」
の
再
興
と
山
麓
の
公
園
化
な
ど
の

里
山
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
、
ア
ウ
ト
ド
ア
関
連

産
業
の
誘
致
な
ど
に
注
力
し
交
流
人
口
の
増
加
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

産
業
と
し
て
は

「
郡
内
織
物
」
と

い
わ
れ
る
繊
維
産

業
と
豊
富
な
湧
水

を
利
用
し
た
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

産
業
が
あ
り
ま
す
。

繊
維
産
業
で
は
技

術
力
の
高
さ
か
ら

多
く
の
著
名
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
活
用
す

る
産
地
と
し
て
ア

パ
レ
ル
業
界
内
で
は
知
名
度
が
高
い
の
で
す
が
、
O
E
M

産
地
と
し
て
の
生
産
が
主
流
で
あ
っ
た
た
め
、
消
費
者
へ

の
知
名
度
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
を
打
破
す
る
べ
く
、
機
屋
を
継
い
だ
２
代
目
・
３
代
目

の
職
人
が
郡
内
織
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

近
隣
の
富
士
吉
田
市
の
若
手
後
継
者
と
共
に
「
ハ
タ
オ
リ

マ
チ
」
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
確
実
に
知
名
度
の
向
上
に

繫
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
産
業
で
は
町
内
に
製
造
事
業

者
が
５
社
あ
り
ま
す
が
、
現
在
新
た
に
湧
水
を
利
用
し
た

完
全
室
内
型
陸
上
養
殖
工
場
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
令

和
５
年
11
月
の
サ
ー
モ
ン
初
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
特
産
品
と
し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
町
の
名
所
と
し
て「
穴
口
湧
水
地
」「
撚
糸
の
滝
」「
桂

川
溶
岩
流
」「
天
の
滝
」「
競
馬
山
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
拠
点
整
備
を
行
う
こ
と
で
住
環
境
の
充
実

を
図
り
、
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

新庁舎の模型

八十八大師

アーク・クライミングウォール５ｍ
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道
志
村
の
概
要

　

山
梨
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
神
奈
川
県

と
の
県
境
に
あ
る
本
村
は
、
関
東
に
誇
る
清

流
道
志
川
の
源
流
域
に
属
し
、
緑
豊
か
な
山
々

に
囲
ま
れ
た
山
村
で
す
。
神
奈
川
県
に
注
ぐ

道
志
川
は
、
明
治
30
年
か
ら
は
横
浜
市
上
水

道
の
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
、
村
内
に
は
村

面
積
の
約
３
割
に
及
ぶ
横
浜
市
の
水
源
涵
養

林
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
を
基
盤
に
都
市
と
の
交
流
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
村
内
を
走
る
国
道
４
１
３
号
（
道
志
み
ち
）

は
、
京
浜
地
域
か
ら
富
士
山
、
富
士
五
湖
エ

リ
ア
へ
の
通
り
道
と
し
て
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
令

和
３
年
７
月
に
行
わ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
自
転
車
競
技
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
の
開
催
会
場
に
も
な
り
、
近
年
は

多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
や
ラ
イ
ダ
ー
が
道
志

村
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

人
と
自
然
が
輝
く
水
源
の
郷
　

　
～
住
ん
で
み
た
い
村
　

　
　
　
住
ん
で
良
か
っ
た
村
～
　

富士山を望む上空から見た道志村
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本
村
の
主
要
な
観
光
施
設
で
あ
る
「
道
の

駅
ど
う
し
」
は
、
村
を
訪
れ
る
人
に
憩
い
の

場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
全
国
有
数
の
出

荷
量
を
誇
る
ク
レ
ソ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
村

の
特
産
物
の
販
売
や
、
観
光
情
報
を
は
じ
め

様
々
な
情
報
を
総
合
的
に
紹
介
す
る
施
設
と

し
て
年
間
約
80
万
人
の
方
が
訪
れ
、
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
最
も
キ
ャ
ン
プ

場
の
多
い
村
と
さ
れ
る
本
村
は
、
清
流
道
志

川
沿
い
を
中
心
に
多
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
点

在
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
満
喫
で
き
る

「
キ
ャ
ン
プ
場
の
聖
地
」
と
し
て
高
い
人
気
を

誇
り
ま
す
。

　

道
志
村
と
横
浜
市
の
関
係

◯
横
浜
市
の
水
源
地
と
し
て
の
道
志
村

　

豊
か
な
森
林
に
育
ま
れ
た
道
志
川
は
、
か

つ
て
世
界
の
船
乗
り
た
ち
に
「
赤
道
を
超
え

て
も
腐
ら
な
い
水
」
と
賞
賛
さ
れ
た
ほ
ど
、

極
め
て
良
好
な
水
質
で
す
。
大
正
5
年
、
横

浜
市
は
水
源
涵
養
林
と
し
て
山
林
を
山
梨
県

か
ら
約
２
,
8
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
取
得
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
１
０
０
年
余
、
横
浜
市

と
道
志
村
の
両
市
村
で
森
林
の
保
護
・
育
成

や
道
志
川
の
水
質
保
全
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

◯
横
浜
市
と
道
志
村
の
友
好
・
交
流
に
関
す

る
協
定
締
結

　

平
成
16
年
に
横
浜
市
と
道
志
村
は
「
横
浜

市
と
道
志
村
の
友
好
・
交
流
に
関
す
る
協
定
」

と
「
横
浜
市
民
ふ
る
さ
と
村
に
関
す
る
覚
書
」

を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
30
年
以

来
の
水
源
地
と
し
て
の
つ
な
が
り
か
ら
一
歩

進
ん
で
「
横
浜
市
民
ふ
る
さ
と
村
」
と
し
て

合
意
し
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
「
飲
水
思
源
」
記
念
碑

　

平
成
28
年
、
横
浜
市
が
道
志
村
の
山
林
を

購
入
し
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
、「
道
志
水

源
林
１
０
０
年
記
念
式
典
」
が
道
志
村
に
て

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
横

浜
市
か
ら
道
志

村
に
永
久
的
に

変
わ
ら
ぬ
友
好

関
係
の
し
る
し

と
し
て
「
飲
水

思
源
」
記
念
碑

が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

◯
獅
子
頭
共
用
栓

　

横
浜
市
よ
り
友
好
の
し
る
し
と
し
て
、
昭

和
57
年
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
道
志

村
役
場
前
に
お
い
て
お
い
し
い
水
を
流
し
つ

づ
け
て
お
り
、
今
で
は
多
く
の
観
光
客
の
方

に
親
し
ま
れ
道
志
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。（
※
令
和
4
年
3
月
現
在
、
役
場

庁
舎
建
て
替
え
の
為
一
時
撤
去
中
）

◯
道
志
情
報
館
「
水
カ
フ
ェ
ど
う
し
」

　
平
成
28
年
９
月
に
「
横
浜
市
の
水
源
地 

道

志
情
報
館 

水
カ
フ
ェ
ど
う
し
」
を
横
浜
市
内

に
開
設
し
、
両
市
村
の
関
係
、
水
源
地
の
自

然
環
境
、
村
の
特
産
品
、
観
光
案
内
な
ど
情

報
提
供
を
行
い
、
多
く
の
横
浜
市
民
に
村
の

魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
人
口
増
加
に

向
け
て
の
移
住
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

村内各地にあるキャンプ場 ナビゲーションアプリの目的地ランキング「バイク部門」で
4年連続全国１位となった道の駅どうし

書家金澤翔子さんが揮毫した「飲水思源」記念碑寄贈された獅子頭
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ン
」
を
設
置
し
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
歓
迎
す

る
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
自

転
車
に
乗
ら
れ
る
方
は
ぜ
ひ
、
道
志
村
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

　

令
和
元
年
10
月
に
、
新
た
な
就
業
場
所
の

確
保
や
産
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

交
流
人
口
や
移
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
た

め
、「
道
志
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
施
設
は
、
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー

ス
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
情

報
通
信
設
備
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
前
に
は
芝
生
広
場
等
の
自
由
に

使
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
子
育
て
し
な
が

ら
新
し
い
働
き
方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
自

然
豊
か
な
環
境
の
中
で
創
出
で
き
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
企
業
に
オ
フ
ィ
ス

を
構
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
オ

フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
使
用
料
は
低
く
設
定
し

て
お
り
ま
す
。
令
和
2
年
9
月
よ
り
利
用
し

て
い
る
企
業
も
あ
り
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
者
も

徐
々
に
増
え
つ

つ
あ
り
、
本
格
的

に
動
い
て
お
り

ま
す
。
働
き
方
が

多
様
化
す
る
中
、

自
由
な
働
き
方

を
実
現
し
て
い

た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の

　
　
移
住
支
援
・
子
育
て
支
援

　

道
志
村
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
移
住
支

援
と
し
、
住
宅
購
入
補
助
、
住
宅
家
賃
補

助
、
村
外
通
勤
費
助
成
等
と
い
っ
た
経
済
的

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
移
住
後
も
移
住
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
村
で
の
生
活
の

相
談
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
、
移
住

者
・
地
域
住
民
と
の
交
流
会
等
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
専
門
医
に
よ
る
き
め
細
か
い
乳
幼
児

健
診
を
行
う
ほ
か
、
子
育
て
指
導
や
相
談
を

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　

  

自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
令
和
３
年
7
月
24
日（
男
子
）25
日（
女
子
）、

国
道
４
１
３
号
線
（
道
志
み
ち
）
に
お
い
て

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転
車
競
技

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
コ
ー
ス
は
、
東
京
都
武
蔵
野
の
森
公
園
を

ス
タ
ー
ト
し
神
奈
川
県
、
山
梨
県
内
を
通
過

し
て
静
岡
県
の
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
エ
イ
で

ゴ
ー
ル
す
る
総
距
離
約
2
4
4
km
（
女
子
約

1
4
7
km
）、獲
得
標
高
は
４
,8
６
５
m
（
女

子
２
,６
９
２
m
）
の
世
界
屈
指
の
難
コ
ー
ス

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
道
志
み
ち
は
、
難
易

度
が
高
い
と
称
さ
れ
勾
配
が
き
つ
く
世
界
の

ト
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
の
行
く
手
を
遮
る
区
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
大
会
両
日
と
も
に
大
勢
の
観
客
で
賑
わ
い
、

こ
の
地
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
催
地
に
決
定
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
村
内
事
業
者
等
に
よ
り
自
転
車
の
整
備

道
具
や
ト
イ
レ
の
無
料
貸
し
出
し
等
を
行
う

「
道
志
村
サ
イ
ク
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

市町村リレー

道志みちを走る選手たち

サテライトオフィス　オフィススペース
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体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
も
小
中
学

校
で
共
用
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
一
体
型
校
舎
で
あ
る
こ
と
・
小
規
模

校
で
あ
る
こ
と
の
特
色
を
生
か
し
、
小
中
学

校
教
職
員
の
連
携
及
び
児
童
・
生
徒
の
交
流

や
連
携
を
行
い
、
9
年
間
を
見
据
え
た
小
中

連
携
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

結
び
に

　

今
後
も
道
志
村
で
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
あ
る
「
人
と
自
然
が
輝
く
水
源
の
郷　
～

住
ん
で
み
た
い
村　
住
ん
で
よ
か
っ
た
村
～
」
の

実
現
に
向
け
、
古
き
良
き
伝
統
文
化
を
守
り
、

新
し
い
感
覚
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
バ
ラ

ン
ス
良
く
移
住
・
定
住
施
策
を
進
め
、
様
々

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
う
「
ど
う
し
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
」
を
定

期
的
に
開
催
し
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
楽
し
く

交
流
し
、
健
全
な
育
児
支
援
や
、
つ
ぼ
み
っ

こ
（
子
ど
も
）
の
友
達
作
り
を
行
い
、
村
の

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
少
子
化
に
対
応
し

た
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
直
接
集
ま
れ
な
い
代
わ
り
に
、

L
I
N
E
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

や
、
Y
o
u
t
u
b
e
に
離
乳
食
の
作
り
方

を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

行
政
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（
ラ
イ
フ

ビ
ジ
ョ
ン
）
を
使
っ
た
取
り
組
み

　

道
志
村
で
は
村
内
全
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を

敷
設
し
、
芯
線
の
半
分
ほ
ど
を
民
間
事
業
者

に
貸
し
出
し
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
残
り
の
半
分
を
地
域

イ
ン
ト
ラ
（
G
E
-P
O
N
）
と
し
て
運
用
し

て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
イ
ン
ト
ラ
の
用
途
と

し
て
、
行
政
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（
ラ
イ
フ

ビ
ジ
ョ
ン
）
を
導
入
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
住
民
各
戸
に
設

置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
向
け
の

お
知
ら
せ
や
有
事

の
際
の
情
報
伝
達

に
役
立
て
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
テ

レ
ビ
電
話
機
能
を

用
い
て
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
日

中
に
独
居
と
な
る
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

安
否
確
認
や
健
康
状
態
を
把
握
し
、
適
切
に

専
門
の
機
関
へ
繋
げ
る
サ
ー
ビ
ス
「
に
っ
こ

り
コ
ー
ル
」
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
環
境
・
村
の
資
源
を

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
た
教
育

　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
過
疎
化
・
少
子
化

な
ど
に
よ
り
児
童
数
が
減
少
し
、
小
規
模
化
・

さ
ら
に
複
式
学
級
へ
と
移
行
す
る
傾
向
に
あ

り
、
平
成
11
年
度
に
４
校
を
１
校
に
統
合
し

ま
し
た
。
統
合
当
時
は
児
童
約
１
６
０
人
で

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
53
人
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
は
昭
和
49
年
に
統
合
さ
れ
、

現
在
の
生
徒
数
は
36
人
で
す
。（
い
ず
れ
も
令

和
3
年
4
月
1
日
現
在
）

　

平
成
25
年
度
に
は
、
小
中
学
校
の
校
舎
に

耐
震
上
の
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
校
舎

整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
同
委
員
会
か

ら
の
答
申
と
し
て
「
中
学
校
敷
地
に
地
元
の

木
材
を
利
用
し
た
小
中
一
体
型
校
舎
」
と
し

て
、
建
て
替
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
学
校
の
敷
地
に
地
元
木
材
を
多

様
に
使
用
し
た
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
校
舎
建

設
が
行
わ
れ
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
小
中
一

体
型
校
舎
で
、
児
童
・
生
徒
が
同
じ
屋
根
の

下
で
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

校
舎
中
央
に
多
目
的
ホ
ー
ル
・
図
書
館
・
パ

ソ
コ
ン
室
を
配
置
し
、
小
中
学
校
で
共
用
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県内唯一の道志小中学校一体型校舎

TV電話をかけるにっこりコールオペレーター
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富
士
山
は
ま
る
っ
と
全
部
が
博
物
館
―

私
が
主
宰
す
る
富
士
山
ア
ウ
ト
ド
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
博
物

館
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
施
設
を
運
営
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
富
士
山
そ

の
も
の
を
構
成
し
て
い
る
す
べ
て
の
自
然

環
境
や
生
息
し
て
い
る
野
生
生
物
、
風
土
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ら
が
生
み
出
し
た

歴
史
、
文
化
、
信
仰
な
ど
の
す
べ
て
が
富
士

山
と
し
て
の
貴
重
な
博
物
資
料
で
あ
り
将

来
世
代
に
大
切
に
引
き
継
い
で
い
く
べ
き

も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
、
博
物
館
的
な
手
法

（
収
集
・
調
査
・
保
存
・
展
示
）
を
主
に
ア

ウ
ト
ド
ア
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ

て
実
践
し
て
い
こ
う
と
設
立
し
ま
し
た
。
特

に
富
士
山
麓
で
育
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
富
士
山
と
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
思
い
か
ら
、
上
記
の
手
法
が
「
た
く
さ
ん

集
め
て　

て
い
ね
い
に
調
べ
て　

大
切
に

ま
も
り
続
け
て　

め
い
っ
ぱ
い
楽
し
む
！
」

と
い
う
言
葉
に
置
き
換
わ
り
、
数
多
く
の
地

域
住
民
、
企
業
、
団
体
の
ご
協
力
も
あ
り
現

在
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
山
麓
の
野
生
動
物
の
交
通
事
故
死

（
ロ
ー
ド
キ
ル
）
を
減
ら
す
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
子
ど
も
た
ち
の
手
で
行
う
森
づ

く
り
、
富
士
山
麓
の
清
掃
活
動
な
ど
活
動
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
特
に
注
力
し
て
い

る
の
が
「
富
士
山
の
森
が
小
学
校
」
と
い
う

子
ど
も
た
ち
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
対
象

は
富
士
山
麓
に
暮
ら
す
小
学
生
を
中
心
と

し
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
保
育
園
児
で

も
参
加
可
能
で
す
し
、
中
学
生
以
上
も
ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
的
な
立
ち
位
置
で
参
加
可

能
で
す
。
活
動
内
容
は
た
だ
た
だ
富
士
山
麓

を
遊
び
倒
す
、
こ
の
一
点
で
す
。
森
の
中
で

遊
び
、
洞
窟
に
入
り
、
富
士
山
を
含
む
周
辺

の
山
に
も
登
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
で
は
自
分

た
ち
の
手
で
テ
ン
ト
を
張
り
ま
す
し
、
富
士

五
湖
で
は
魚
も
釣
る
し
カ
ヌ
ー
に
だ
っ
て

乗
り
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
の
活
動
で
は
県
内

で
初
め
て
一
般
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
富

士
山
五
合
目
で
の
国
内
移
入
種
の
植
物
の

駆
除
活
動
も
実
践
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
体
力
に
は
自
信
が
な
い
と
親
御
さ
ん
が

言
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
だ
っ
て
、
富
士
山

頂
に
自
分
の
脚
で
立
っ
て
い
ま
す
。「
富
士

山
は
見
る
も
の
だ
」
と
い
う
意
見
を
否
定
す

る
気
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
脚
で

苦
労
し
て
登
頂
し
た
後
に
遠
望
す
る
富
士

山
は
全
く
別
の
山
に
見
え
ま
す
し
、
青
木
ヶ

原
の
森
の
中
に
入
れ
ば
豊
か
な
森
林
生
態

系
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
麓

を
汚
す
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
拾
え
ば
富
士
山

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
自
分
に
は
何
が

で
き
る
か
を
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
体
験
活

動
を
一
年
中
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
県
内
の
多
く
の
優
秀
な
ガ
イ
ド
は
、
観

光
客
や
県
外
学
校
団
体
に
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
機
会
の
方
が
多

く
、
県
内
の
子
ど
も
た
ち
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
少
な
い
の
が
実
情
で
、
予
算
の
都
合
で
県

内
の
学
校
団
体
が
こ
う
し
た
ガ
イ
ド
を
伴
わ

ず
に
教
員
の
み
の
引
率
で
森
の
中
の
体
験
活

動
を
し
て
い
る
場
面
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

地
域
で
育
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、

豊
か
な
自
然
の
こ
と
を
自
身
の
体
験
を
も
と

に
本
当
に
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
の
が
、
私
た
ち
も
含
め
自
然
体
験
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
る
多
く
の
者
の
願
い

で
す
。
特
に
豊
か
な
自
然
と
日
本
ト
ッ
プ
3

の
秀
峰
を
も
つ
山
梨
県
内
に
は
、
こ
の
思
い

が
強
い
団
体
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
私
た
ち

の
よ
う
な
団
体
が
、
県
内
の
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
体
験
活
動
の
お
手
伝
い
を
す
る
際
に

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
で
は
な
く
、
か
つ
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の

負
担
が
少
な
く
て
済
む
も
の
に
し
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。
観
光
目

的
の
来
訪
者
に
目
を
向
け
た
体
験
活
動
は
産

業
で
す
が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

体
験
活
動
は
地
域
の
社
会
教
育
で
す
。
産
業

の
担
い
手
が
地
域
の
社
会
教
育
も
躊
躇
な
く

実
践
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
施
策

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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地
域
の
子
ど
も
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ち
に
こ
そ


